登別市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について（案）
１　条例改正の背景

　　　平成２８年４月１日施行の介護保険法改正に伴い、定員１９名未満の通所介護が地域密着型通所介護へ移行することとされ、関係条例を改正することとなりました。

２　改正する条例等

　　・登別市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例
　　・登別市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例施行規則

３　主な改正内容

　　　定員１９名未満の通所介護が、新たに創設される地域密着型通所介護に移行することに伴い、地域密着型通所介護に係る基本方針を条例で定め、人員、設備、及び運営に関する基準を施行規則に定めます。

　　　地域密着型通所介護の厚生労働省令基準は、現行の通所介護の基準に加えて、地域との連携や運営の透明性を確保するために、６月に１回以上の運営推進会議の開催が義務付けられました。
　　　登別市では、現行の厚生労働省令基準と同内容とすることが継続して適正な事業運営を確保することができるとし、国の基準どおりといたします。

４　根拠となる法令・条例等
　　　・厚生労働省令第３４号「指定地域密着型サービス事業の人員、設備及び運営に関する基準」
